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.NET Frameworkで作る Windowsサーバー
作ればわかるアプリケーションの動作とメカニズム

本連載の第5回（2005年9月号）

で非同期通信を扱ってから、前回

のPOP3サーバーまで非同期通信の

サーバーを作ってきた。第8回（2005

年12月号）で非同期通信のマルチ

スレッドサーバーをテンプレート化

したものを「AMT（Asynchronous

Multi Threading）サーバー」と称

し、それを利用してきたのである。

サーバープログラミング支援の

ためのテンプレートであるAMT

サーバーは、コンポーネントによる

機能提供と異なり、プログラミン

グスタイルがほとんど変化しない

ので、本記事のように技術紹介が

目的のものには最適だった。Socket

クラスを使った通常のプログラミ

ングスタイルと同じままで、プロト

コルの実装のような新しく追加実

装された部分をイベントプロシー

ジャとして切り離すことができた

からである。ちなみに、このイベン

トプロシージャはAMTサーバーの

「App」で始まる名前を持つプロ

シージャ群である。開発者はこの

「App」で始まるプロシージャにプ

ログラムコードを記述することで

プログラムを実装できる。実際には

Socketクラスの非同期通信でコー

ルバックされるプロシージャは別の

プロシージャなのだが、最終的に

はこれら「App」で始まるプロシー

ジャが呼び出されるのである。

もちろん、新しくクラスを開発

して同じ機能を持たせることも簡

単だが、技術記事を読むために、

他者が作ったクラスの使用方法や

プログラミングスタイルの学習をし

たくない読者も多いだろうから、A

MTサーバーというテンプレートは

有用だったと思う。

しかし、AMTサーバーテンプ

レートは、.NET Framework 2.0で

はマルチスレッド時にエラーが発

生したり、また、Socketクラスが

スレッドセーフでないなど不安要

因もある。それに実装が複雑過ぎ

て、作った本人ですら、ときどき

混乱してしまうようなものを技術

サンプルに用いるのは、問題があ

るかもしれない。それにマルチス

レッドが性能的に有利な場面もか

なり限定されるので、今回は単一

スレッドで動作する「AST（Async

hronous Single Threading）サー

バーテンプレート」を提供して解説

する。このASTサーバーテンプレー

トはAMTサーバーテンプレートと

作ればわかるアプリケーション
の動作とメカニズム
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完全互換のプログラミングインターフェイスを備えてい

るので、AMTサーバーテンプレートで作ったプログラ

ムを移植するには、単純にプログラムコードをコピーす

ればいい。

また、今回は非同期通信クライアントプログラムを作

るためのテンプレートであるAsyncクライアントも提供

する。今まで、本連載ではWebブラウザやメールクライ

アントのような既存のクライアントアプリケーションか

らアクセスするためのサーバープログラムを作ってきた

が、今後は専用クライアントを持つサーバーを作る可能

性もあるので、役に立つだろう。

さて、本記事で提供するサンプルとテンプレート

（AMTサーバーとAsyncサーバー）を理解すれば、読者

の方は.NET FrameworkのSocketクラスを理解するより

少ない学習量で非同期通信プログラムを作ることができ

る。とはいえ、よくあるコンポーネントにありがちな特

殊な学習ではなく、Socketクラスのプログラミングスタ

イルそのままの形で学習できるので、学習したことをそ

のまま、Socketクラスのプログラミングに役立てること

ができる。

また、サーバー側では接続中のユーザーを配列として

管理しているので、タイムアウトの管理や全員にデータ

を送信するなどの機能をプログラミングせずに実装する

ことができる。Socketクラスを最初から学習してプログ

ラムを作るよりも、お勧めである。すでにSocketクラス

による非同期通信プログラムの学習経験のある方なら

ば、テンプレートのコードをとくに苦労せずに読むこと

ができると思うので、やはり、お勧めである。ソース

コードは完全に公開されているので、気に入らないとこ

ろがあれば直せばいい。私はいままで、同じアーキテク

チャのAMTサーバーテンプレートを使って、Webサー

バーとメールサーバーを作ってきて、通信コンポーネン

トとして妥当な設計なのではないかと思っている。もち

ろん、実装は技術サンプルの領域を出るものではない

（たとえばエラーハンドリング）が、それは使う人が、必

要に応じて実装すればいいだろう。一般的なコンポーネ

ントが高機能で厚いレイヤーを持つのに対して、今回提

供するテンプレートは、低機能で薄いレイヤーであるこ

とを特徴とする。

ここまでで、興味を持った方は理解を早めるために、

次の規則を最初に理解しておいてほしい。

：「_」（アンダースコア）で始まる変数は、開発

者がプログラムで設定可能なプロパティであ

る。また、「_」で始まるプロシージャは、開発

者が自分で作ったプログラムから呼び出して使

えるメソッドである。

：「App」で始まるプロシージャは、開発者がプ

ログラムを記述できるイペントプロシージャで

ある。「CallBack」で始まる同名のコールバッ

クプロシージャから呼び出されるものが多い。

つまり、通常、コールバックプロシージャに記

述されるコードをここに記述すればいい。

これらのプロシージャ、変数の全一覧が表1である。

さて、単一スレッドといっても、フォームが動作して

いるメインスレッドで通信プログラムを動作させるか、

あるいは通信部分はフォームとは別の単一スレッドで動

作させるかで実装に違いがある。ちなみにマルチスレッ

ドのAMTサーバーは通信部分自体を複数のスレッドに

分離させる構造になっていた。つまり、あるクライアン

トと別のクライアントはサーバーの別のスレッドで通信

する可能性があるというものだった。

単一スレッドのASTサーバーテンプレートの通信をメ

インスレッドで行なった場合、それはあらゆる意味でシ

ングルスレッドプログラムだし、メインスレッドとは別

のスレッドで通信を行なった場合、それはプログラムと

してはマルチスレッドプログラムということになる。

まぁ、どちらでも大した差はないのだが、どちらにする

べきかの明確な指針が得られなかったので、両方を用意

することにした。

そこで、今回のサンプルは次のように4つの構成とな

る。

規則2

規則1

今回の記事で得すること
と約束ごと

フォームと同一のスレッドで
動作させるか否か




